
　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２８年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　電話番号　　０３－３２３７－２７８４

　　　（夜間）　　０３－３２３７－２７８４

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０３－３２３７－２７６７

　　　ｅ－mail　　aiida@kyoritsu-wu.ac.jp

　　担当部局（課）名 総合企画室

　　　職名・氏名　統括
トウカツ

室長
シツチョウ

　須貝
ス ガ イ

　成司
セ イ ジ

　　　職名・氏名　主任
シュニン

　飯田
イ イ ダ

　篤
アツシ

平成２８年５月１日現在

　作成担当者

学校法人共立女子学園　

平成28年6月24日修正版

[平成２５年度設置］

　　　計画の区分：学部の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

共立女子大学　看護学部　看護学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

認可 
大学番号：０９１  注３ 
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イシバシ　ヨシオ ） （ ニシザキ　キヨヒサ ）

石橋　義夫 西﨑　清久

（平成2年4月） （平成27年9月）

（ イリエ　カズオ ）

入江　和生

（平成20年12月）

（ オオゼキ　タケヒコ ） （ クサカ　カズヨ ）

大関　武彦 日下　和代

（平成25年4月） （平成27年4月）

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学　　長

学 部 長 病気加療のため退職（27）

学科長等

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長
石橋義夫理事長死去に伴い、
平成27年9月24日より就任
（28）

　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　共立女子大学

（３） 大学の位置

　　　〒１０１－８４３７
　　　　東京都千代田区一ツ橋２－２－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　学校法人共立女子学園

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者



　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

　看護学部
　　　看護学科

　　学士（看護学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

100人 人 100人 人 100人 人 100人 人

566 640 450 654
(　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

543 597 433 631
(　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

198 203 260 257
(　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

100 100 106 103
(　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　) (　- 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.02倍

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.00 1.00 1.06

(　-  )

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員 (　-  ) (　-  ) (　-  )

1.03

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

4年 100人 年次 400人
-人

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　]

（ - ） （ - ） （ 1 ） （ - ） （ - ） （ - ）

100 101 106 103

[　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　]

（ - ） （ - ） （  5　） （ - ） （  4  ） （ - ）

99 104 108

[　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　]

（ - ） （ - ） （　8　） （ - ）

90 103

[　- 　] [　- 　]

（　-　） （ - ）

86

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

100 200 300 400

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

[　- 　] [　- 　] [　- 　] [　- 　]

（ - ） （　 1　 ） （　　5　　） （　 12　 ）

１年次

２年次

３年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
備　　　　　考



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 5 人 0 人
進路変更（2人）、学生個人の心身に関する
事情（2人）、就学意欲の低下（1人）

平成２７年度 1 人 0 人 進路変更

平成２８年度 0 人 0 人

平成２６年度 1 人 0 人 一身上の都合（1人）

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 2 人 0 人
進路変更（1人）、学生個人の心身に関する
事情（1人）

平成２８年度 人 人

103 人 0 人 平成２８年度 0 人 0 人 0 ％

409 人 9 人 2.20 ％

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２７年度
入学者

106 人 2 人 1.89 ％

平成２８年度
入学者

合　　計

％

平成２６年度
入学者

100 人 1 人 1.00 ％

平成２５年度
入学者

100 人 6 人 6.00

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由



就任辞退のあった担当者の後任を6
名補充するとともに、講義内容の充
実のため担当教員を1名追加。
（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済

　　担当　西﨑美和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済

講義内容の充実のため担当教員を2
名追加。また、1名については講師
から准教授に昇任。（27）

　　担当　岸田泰子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穂（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のあった担当者の後任を1
名補充するとともに、講義内容の充
実のため担当教員を5名追加。
（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丸山昭子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穂（講師）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西　留美子（講師）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成25年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（25）

履修者僅少のため、科目を廃止
（27）

兼1応用フランス語（総合） 2・3・4 通 2
兼1
兼1

基礎フランス語（表現） 1 前・後 2
基礎フランス語（入門） 1 前・後 2

兼1
兼1

分野別英語 2・3・4 通 2
TOEIC/TOEFL演習 2・3・4 通 2

兼1
兼1

オーラル・コミュニケーション 2・3・4 通 2
ビジネス英語Ⅱ 2・3・4 通 2

兼1
兼1

ビジネス英語Ⅰ 2・3・4 通 2
英語Ⅱ 1・2 通 2

兼3

兼1

英語Ⅰ 1 通 2

兼1

応用日本語（留学生対象） 1・2 通 2

兼1

基礎日本語（留学生対象） 1・2 通 2

兼1

表現技法Ⅲ（企画立案・発表討論） 1・2 前・後 1

表現技法Ⅰ（作文・論文） 1・2 前・後 1

2 1
7
5
1

3
4
2
3

２　授業科目の概要

＜看護学部　看護学科＞

（１） 授業科目表

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

教
養
教
育

基
本
ス
キ
ル
ユ
ニ
ッ

ト

入
門

基礎ゼミナール 1前

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

兼1

表現技法Ⅱ（読解・分析） 1・2 後 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

履修者僅少のため、科目を廃止
（28）

語学科目の充実のため、科目を追加
（27）
語学科目の充実のため、科目を追加
（27）

「健康スポーツ実習」として授業科
目を変更するため、科目を廃止
（27）

体育関連科目の充実のため、科目を
追加（27）

体育関連科目の充実のため、科目を
追加（27）

学
問
へ
の
招
待

学修機会を充実するため、配当年次
を変更（27）

担当者病気加療のため、担当者交代
（26）

教養教育科目の充実を図るため、科
目を追加（27）

兼1
兼1

生物学 1・2・3・4 前・後 2
化学 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

物理学 1・2・3・4 後 2
数学 1・2・3・4 前 2

兼1
兼1

地域史 1・2・3・4 前・後 2
日本史概論 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

世界史概論 1・2・3・4 前・後 2
国際関係概論 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

経済学概論 1・2・3・4 前・後 2
政治学概論 1・2・3・4 前 2

兼1

兼1

法学（日本国憲法） 1・2・3・4 前・後 2

法学概論 1・2・3・4 後 2

兼1
兼1

地誌学概論 1・2・3・4 後 2
自然地理学 1・2・3・4 後 2

兼1
兼1

人文地理学 1・2・3・4 前 2
民俗学 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

文化人類学 1・2・3・4 前・後 2
社会学概論 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

教育学 1・2・3・4 前・後 2

兼1
心理学 1・2・3・4 前・後 2

兼1

兼1
言語学概論 1・2・3・4 前・後 2

兼1
倫理学概論 1・2・3・4 前・後 2

専
門
を
学
ぶ
た
め
の
教
養

文学 1・2・3・4 後 2
自己開発 1・2・3・4 前 2

兼1

社
会
人
と
し
て
の
教
養

兼1
哲学概論 1・2・3・4　前・後 2

兼1

総合表現ワークショップ 1・2・3・4 後 2

企業・組織の仕組み 1・2・3・4 前・後 2
兼1
兼1

ライフプランとキャリアプラン 1・2・3・4 前・後 2
マーケティング 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

女性と社会 1・2・3・4 前・後 2
地域社会と福祉 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

現代の家族 1・2・3・4 前・後 2

兼1
人間関係と自己表現 1・2・3・4 前・後 2

兼1
人間とは何か 1・2・3・4 後 2

兼1
環境・科学の諸課題 1・2・3・4 前・後 2

兼1
国際関係の諸課題 1・2・3・4 前・後 2

兼1政治・社会の諸課題 1・2・3・4 前 2
経済・産業の諸課題 1・2・3・4 前・後 2

兼1

兼1

介護・ケアと生活 1・2・3・4 前・後 2

健康の科学 1・2・3・4 前・後 2 1

兼1
兼1

生活環境とアメニティ 1・2・3・4 後 2
衣食住の文化 1・2・3・4 前・後 2

兼1
兼1

デザインの現在 1・2・3・4 前・後 2

兼1
芸術の世界 1・2・3・4 前・後 2

兼1
メディアと文化 1・2・3・4 前・後 2

2

兼1

教
養
ユ
ニ
ッ

ト

教養講座
1・2・
3・4前
1・2後

2

生
活
の
中
の
教
養

比較文化の視点 1・2・3・4 前・後

兼1

こ
と
ば
と
ス
キ
ル

兼1
文学の世界 1・2・3・4 前・後 2

兼1

健康スポーツ実習B 1・2・3・4後 1

健康スポーツ実習A 1・2・3・4前 1

兼1

兼1

体育 1・2 通 2

統計情報処理 1・2 前・後 2
兼1
兼1

統計基礎 1・2 前 2
情報活用法B（ネットワーク） 1・2 前・後 2

兼1
兼2

情報活用法A（データベース） 1・2 前・後 2
情報処理 1 前・後 2

兼1

兼1

情報基礎 1 前・後 2

基礎アラビア語Ⅱ 1・2・3・4 後 1

兼1

兼1

基礎アラビア語Ⅰ 1・2・3・4 前 1

応用コリア語（総合） 2・3・4 通 2
兼1

兼1

基礎コリア語（入門） 1・2・3・4 通 2

応用ロシア語（総合） 2・3・4 通 2

兼1
兼1

基礎ロシア語（入門） 1・2・3・4 通 2
応用イタリア語（総合） 2・3・4 通 2

兼1
兼1

基礎イタリア語（入門） 1・2・3・4 通 2
応用スペイン語（総合） 2・3・4 通 2

兼1
兼1

基礎スペイン語（入門） 1・2・3・4 通 2
応用ドイツ語（総合） 2・3・4 通 2

兼1
兼1

基礎ドイツ語（表現） 1 前・後 2
基礎ドイツ語（入門） 1 前・後 2

兼1
兼1

応用中国語（総合） 2・3・4 通 2
基礎中国語（表現） 1 前・後 2

兼1基礎中国語（入門） 1 前・後 2育
科
目



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成25年9月、就任辞退のあった担
当者の後任として兼任講師を採用
（26）

担当者就任辞退（25）
1年次後期配当科目につき、平成25
年9月兼任講師採用予定

就任辞退のあった担当者の後任とし
て兼任講師を採用（27）

就任辞退のため担当者を減（27）
講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（25）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（28）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（27）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（28）

担当者病気療養のため、教員を減
（26）

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

就任辞退のため担当者を減（27）
講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

就任辞退のため担当者を減（28）
講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

平成26年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、准教授1
名を補充（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

平成26年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授2名を補充
（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、担当者交
代。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

担当者の就任辞退のため、教員を
減。（26）

兼2

コミュニケーション論 1後 1 2 1

2
2

1
1

1
1

兼1看護学入門 1前 1

看護学概論 1前 2

1 1

兼2
兼3
兼1

兼3
兼5
兼1

リハビリテーション 2後 1

病態と治療Ⅵ（検査・麻酔・臨床工学 2後 1

兼6
兼1

病態と治療Ⅲ（運動器関連疾患） 2前 1

病態と治療Ⅱ（全身システム疾患） 2前 1

兼6
兼1

兼2
兼1

病態と治療Ⅴ（精神・神経系疾患） 2後 1

病態と治療Ⅳ（産婦人科･小児科疾患） 2前

兼7
兼8
兼1

兼1

疾
病
と
治
療

病態と治療Ⅰ（臓器疾患） 1後 1

1後 1 1

人
体
の
構
造
と
機
能

薬理学

兼7
兼6
兼5
兼1

兼1
兼1

栄養学 1後 1

兼1
微生物学 1前 1

兼2
兼1

発達心理学 1後 1

兼1

臨床心理学 1後 1

病理学 1前 1
兼1
兼1

生化学 1前 1

兼1
生理学Ⅱ 1後 1

兼1
生理学Ⅰ 1前 1

兼1

解剖学Ⅱ 1後 1

解剖学Ⅰ 1前 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充し、
講義内容の充実を図るため、准教授
1名を追加。（28）

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充
（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

講義内容の充実を図るため、准教授
1名、講師1名を追加。（28）

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授2名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、担当者交
代。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

就任辞退のあった担当者の後任とし
て兼任講師を採用（28）

担当者として教授1名を採用し、兼
任講師1名を減。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

担当者として教授1名を採用し、兼
任講師1名を減。（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

担当者として教授1名を採用し、兼
任講師1名を減。（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

兼1

専
門
基
礎
科
目

兼1

医療統計 2後 1

1

1 兼1保健医療福祉論 1後 1

医療情報論 1後 1

1 兼1

看
護
の
基
盤

兼1

保健医療法規 2後 1

兼1

看護倫理 3前 1

1 兼2

生命倫理 3前 1

看護過程展開論 2前 1
2
2

2
1

看護アセスメント論 2前 1
1
1

2
1

1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

担当者として教授2名を補充し、兼
任講師3名を減。（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため兼任講師
を追加（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可
　

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

1 兼1
1
1

2
1
2

1

1
1

2
1
2

1 1

1

基礎看護技術論Ⅰ 1前 1

兼1
兼4

ヘルスプロモーション 2前 1
3
2

公衆衛生学 2前 1
3
1

兼1

基礎看護技術論Ⅱ 1後 1

社
会
と
医
療



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（準教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

1 1 兼1日常生活援助技術論Ⅰ 1前 1
1
1

2
1
2

基礎看護技術論Ⅲ 2後 1
1
1

2
1
2

1 1 兼1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者2名就任辞退につき、辞退の
あった担当者の後任として、准教授
1名を採用。他1名については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

1
1

2
1
2

1 1 兼1

2
1
2

1 1 兼1

日常生活援助技術論Ⅲ 1後 1

日常生活援助技術論Ⅱ 1後 1
1
1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者1名就任辞退。後任について
は、平成26年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定。また、准教
授1名を補充。（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、講師1名を補充。
（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者1名就任辞退。後任について
は、平成26年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定。また、准教
授1名を補充。（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

准教授1名について、平成26年度ま
では兼任講師として担当のため
（25）

1
1

2
1
1

1 1 兼1

2
1
1

1 1 兼1

回復促進援助技術論Ⅱ 2前 1

回復促進援助技術論Ⅰ 1後 1
1
1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者9名について、講師3名、助教3名
を補充。（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。また、助教3名就
任辞退のため、助教3名を補充。講
師1名は准教授に職位変更。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、担当者3名就任辞
退につき、辞退のあった担当者の後
任として、准教授2名を採用。他1名
については、平成26年6月専任教員
採用等設置計画変更書提出予定
（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

講師は、就任辞退のため減。後任に
ついては、平成25年6月専任教員採
用等設置計画変更書提出予定。ま
た、准教授1名について、平成26年
度までは兼任講師として担当。
（25）

4
5
3
1
2

3
4
5
6

4
6

兼1基礎看護学実習Ⅰ 1前 1
1
1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者9名について、講師3名、助教3名
を補充。（28）

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。また、助教3名就
任辞退のため、助教3名を補充。講
師1名は准教授に職位変更。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、担当者3名就任辞
退につき、辞退のあった担当者の後
任として、准教授2名を採用。他1名
については、平成26年6月専任教員
採用等設置計画変更書提出予定
（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

講師は、就任辞退のため減。後任に
ついては、平成25年6月専任教員採
用等設置計画変更書提出予定。ま
た、准教授1名について、平成26年
度までは兼任講師として担当。
（25）

1
1

4
5
3
1
2

3
4
5
6

4
6

兼1基礎看護学実習Ⅱ 2後 2



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

1
1

1 1

1 1

成人看護学援助論Ⅲ 3前 1

成人看護学援助論Ⅱ 2後 1
2
1
2

1
1

1 1成人看護学援助論Ⅰ 2前 1

成人看護学概論 1後 1
2
1
2



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者4名について、准教授1名、助教1
名を補充。（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。ま
た、助教2名就任辞退のため、助教2
名を補充。（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

1
1
3

1成人看護学実習Ⅰ 3後・4前 3
2
1
2

2
1
2

1 1

1 1

成人看護学援助演習 3前 1

成人看護学援助論Ⅳ 3前 1
2
1
2

専
門
基
幹
科
目



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者4名について、准教授1名、助教1
名を補充。（28）

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。ま
た、助教2名就任辞退のため、助教2
名を補充。（27）

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

1 1 1高齢者看護学援助演習 2後 1 1

1 1 1 1

1

高齢者看護学援助論 2前 2

高齢者看護学概論 1後 1 1

2
1
2

1
1
3

1成人看護学実習Ⅱ 3後・4前 3



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

助教1名就任辞退のため、教員（助
教1名）を補充。（27）

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者就任辞退のため、教員を補
充。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

助教1名就任辞退のため、教員（助
教1名）を補充。（27）

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者就任辞退のため、教員を補
充。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

助教1名就任辞退のため、教員（助
教1名）を補充。（27）

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

担当者就任辞退のため、教員を補
充。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充し、
准教授1名を追加。（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

専
門
教
育
科

1小児看護学概論 2前 1 1

1 1
1
2

1 1

1
1
2

1 1

高齢者看護学実習Ⅲ 3後・4前 2

高齢者看護学実習Ⅱ 3後・4前 1 1

1 1
1
2

1 1高齢者看護学実習Ⅰ 3前 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講師1名について、准教授に職位変
更。（27）

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講師1名について、准教授に職位変
更。（27）

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、助教1名
を補充。（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　冨崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

講師1名について、准教授に職位変
更。（27）

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、准教授1名を補充。
（28）

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

目

1 1精神看護学援助演習 3前 1 1

1 1 1精神看護学援助論 2後 2

精神看護学概論 2前 1 1

1
2
1

1

2
1

1 1

母性看護学実習 3後・4前 2

母性看護学援助演習 3前 1 1

1
2
1

1 1母性看護学援助論 2後 2

母性看護学概論 2前 1 1

1 1 1 1 1

1 1 1

小児看護学実習 3後・4前 2

小児看護学援助演習 3前 1 1

1 1 1 1小児看護学援助論 2後 2



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、講師1
名を補充。（28）

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため、担当教
員を追加。（28）
　
　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、「地域看護
学概論」とあわせ、配当時期を変更
（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

講義内容の充実を図るため、担当教
員を追加。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、「在宅看護
概論」とあわせ、配当時期を変更
（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

担当教員を追加。（27）

　　担当　西留美子（講師）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

1 1地域看護学援助演習 3前 1
2
1

2
1

1

地域看護学概論
2前
2後

1

在宅看護論実習Ⅱ 3後・4前 1 2

2 1

1 1

在宅看護論実習Ⅰ 3後・4前 1

在宅看護学援助演習 3前 1 2

2 1 1在宅看護学援助論 3前 2

在宅看護概論
2後
2前

1
2
1

1 1 1精神看護学実習 3後・4前 2



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度に就任辞退のあった担当
者13名について、教授2名、准教授3
名、講師3名、助教3名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　河原智江（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　
　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった2名
については、教授2名を補充。その
後、担当者2名の就任辞退があり、
うち1名は准教授を補充、他1名は、
他の専任教員がおり支障がないた
め、補充なし。講師1名は准教授に
職位変更。また、担当者（助教6
名）を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石渡智恵美（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　甲斐恭子（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石田　徹（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

9
8
10

8
7
5

3
4
5
6

4
6

1総合技術演習（OSCE）Ⅰ 3前 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、別途就任辞退が
あった担当者4名のうち、2名を補
充。他2名の後任については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

就任辞退のあった担当者の後任とし
て、兼任講師を補充。（27）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

講義内容の充実を図るため、担当教
員を追加。（28）

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。また、講師1名を准教授に職
位変更。（27）

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（26）

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名、准教授1
名を補充。（28）

　　担当　津波古　澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　藤井智恵美（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

1 1看護と芸術 3・4 後 1

地域保健・産業保健 3・4 後 1 1

3 1 1

1 1

ケースマネジメント 3・4 前 1

クリティカルケア 3・4 後 1
2
1

1 兼1国際看護論 3・4 後 1

兼1

カウンセリング 3・4 前 1 1

兼1

臨床薬理学 2・3・4 後 1 1

兼1

障害者コミュニケーション 2・3・4 後 1

兼1

障害者医療論 2・3・4 後 1

兼1医療の英語Ⅰ 2・3・4 前 1

医療の英語Ⅱ 2・3・4 前 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成27年度担当者1名就任辞退のた
め担当者を減。当該科目について
は、他の専任教員1名が担当するた
め支障なし。（28）

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

講義内容の充実を図るため、担当教
員を追加。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、兼任講師を補充。
（28）

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。また、講師1名を准教授に
職位変更。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授1名、講師1名
を補充。（28）

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、准教授1名、兼任講
師1名を補充。（28）

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

講義内容の充実を図るため担当教員
を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　津波古　澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。担当者2名の就任辞退があっ
たが、他に担当者（教授1名）がお
り、支障がないため、担当者を減。
（27）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者1名について、教授1名を補充。
（28）

　　担当　津波古　澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。（27）

2

1

看護専門職論 3・4 前 1

看護教育学 3・4 後 1
1
2

兼1

兼1

医療政策論 3・4 後 1

看護管理学 3・4 前 1 1

2 1 兼1

1

災害看護論 3・4 前 1

継続看護 3・4 後 1 1

1 1 1 兼1

兼1

医療安全 3・4 前 1

家族看護学 3・4 後 1 1

4
3

兼3多職種連携論 3・4 後 1

緩和ケア・終末期ケア 3・4 後 1
1
2



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

担当教員就任辞退のため、兼任講師
4名を補充。（28）

教育効果を高めるため、配当年次を
変更。また、担当教員就任辞退のた
め、平成28年9月後任補充予定。
（27）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者13名について、教授2名、准教授3
名、講師3名、助教3名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　河原智江（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　
　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった2名
については、教授2名を補充。その
後、担当者2名の就任辞退があり、
うち1名は准教授を補充、他1名は、
他の専任教員がおり、支障がないた
め補充なし。講師1名は准教授に職
位変更。また、担当者（助教6名）
を追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

9
7
9

8
7
5

3
4
5
6

4
5

1

兼4

看護学総合演習 4前 1

先端医療と看護
3・4 前
　   後

1 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　甲斐恭子（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石田　徹（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、別途就任辞退が
あった担当者4名のうち、2名を補
充。他2名の後任については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者13名について、教授2名、准教授3
名、講師3名、助教3名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　河原智江（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　
　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

専
門
展
開
科
目



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成26年度に就任辞退のあった2名
については、教授2名を補充。その
後、担当者2名の就任辞退があり、
うち1名は准教授を補充、他1名は、
他の専任教員がおり支障がないため
補充なし。講師1名は准教授に職位
変更。また、担当者（助教5名）を
追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石渡智恵美（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　甲斐恭子（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石田　徹（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、別途就任辞退が
あった担当者4名のうち、2名を補
充。他2名の後任については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

8
7
5

3
4
5
6

4
6

看護学総合実習 4後 2
9
7
9



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

者13名について、教授2名、准教授3
名、講師3名、助教3名を補充。
（28）

　　担当　津波古澄子（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　河原智江（教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　
　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　丹後キヌ子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可
　
　　担当　富崎悦子（助教）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　向井京子（助教）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった2名
については、教授2名を補充。その
後、担当者2名の就任辞退があり、
うち1名は准教授を補充、他1名は、
他の専任教員がおり支障がないため
補充なし。講師1名は准教授に職位
変更。また、担当者（助教6名）を
追加。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　中村昌子（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石渡智恵美（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　矢口菜穂（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　佐藤京子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　小野美香子（助教）
　　平成27年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　甲斐恭子（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　石田　徹（助教）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

9
8
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7
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4
6

1総合技術演習（OSCE）Ⅱ 4後 1



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

平成25年度履行状況報告時の就任辞
退に関しては、平成25年10月後任採
用済み。その後、別途就任辞退が
あった担当者4名のうち、2名を補
充。他2名の後任については、平成
26年6月専任教員採用等設置計画変
更書提出予定（26）

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

就任辞退のため減。後任について
は、平成25年6月専任教員採用等設
置計画変更書提出予定（25）

看
護
研
究

平成27年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授3名を補充。
（28）

　　担当　髙木　廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　津波古　澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授2名を補充。ま
た、准教授1名の就任辞退があった
が、他の教員が担当するため、補充
なし。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

担当者の就任辞退のため、教員を
減。後任については、平成26年6月
専任教員採用等設置計画変更書提出
予定（26）

平成27年度に就任辞退のあった担当
者5名について、教授3名、准教授4
名、講師3名を補充。（28）

　　担当　髙木廣文（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　津波古　澄子（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　河原智江（教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　大山真貴子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　菅原峰子（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西田志穗（准教授）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　渡邊敦子（准教授）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　

1
2

看護研究法Ⅰ 3前 1
10
7
9



教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

　　担当　山住康恵（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

　　担当　荒木亜紀（講師）
　　平成28年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　西﨑未和（講師）
　　平成27年11月　教員審査済
　　判定可

平成26年度に就任辞退のあった担当
者2名について、教授2名を補充。ま
た、准教授1名の就任辞退があった
が、他の教員が担当するため、補充
なし。（27）

　　担当　中原るり子（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

　　担当　山崎章恵（教授）
　　平成26年9月　教員審査済
　　判定可

平成25年10月、担当者を1名追加。
その後、担当者3名の就任辞退があ
り、うち1名について後任を採用す
るとともに、担当者を1名追加。他2
名については、平成26年6月専任教
員採用等設置計画変更書提出予定。
（26）

　　担当　櫻井美奈（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　田中敦子（准教授）
　　平成26年1月　教員審査済
　　判定可

　　担当　和田佳子（准教授）
　　平成25年7月　教員審査済
　　判定可

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

188

[　0　] [　2　] [　0　] [　2　]

科目 科目

83 103 0 186 83 105 0

科目 科目 科目 科目 科目 科目

自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
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9
7
9

8
7
5

3

看
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 特になし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 分野別英語 2 2・3・4通 一般 選択
履修者僅少のため廃止し、他の語学科目（基
礎アラビア語Ⅰ、基礎アラビア語Ⅱ）を充実
した。

２ 体育 2 1・2通 一般 選択

通年2単位科目として開設していた「体育」
を、半期1単位科目の「健康スポーツ実習A」
と「健康スポーツ実習B」に変更し、前後期
に開講することにより、学生の学修機会を充
実するとともに、多様な種目設定により授業
を展開し、学修ニーズに対応した。

３ 応用ロシア語（総合） 2 2・3・4通 一般 選択
履修者僅少のため廃止。「基礎ロシア語（入
門）」のみ開講する。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

未開講科目と廃止科目の計
＝ 1.61%

設置時の計画の授業科目数の計

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　科目の廃止は、教養教育科目に係るものである。今回の教養教育科目の変更については、近年の社会環境の変化に対応
し、教養教育科目の充実を図るためのものである。第一に、多様な言語に触れる機会を増やしコミュニケーション能力の
養成を充実することを目的として、履修者僅少の「分野別英語」を廃止する一方、「基礎アラビア語Ⅰ」「基礎アラビア
語Ⅱ」を新設した。第二に、体育関係の科目について、学生の多様な学修ニーズに対応し、豊富な学修機会を設けること
を目的として、「体育」を廃止する一方、「健康スポーツ実習A」と「健康スポーツ実習B」を新設した。
　学生に対しては、「履修ガイド」に記載するとともに、ガイダンス等で説明を行い、周知を図った。
　履修者僅少のため、「応用ロシア語（総合）」を廃止した。ロシア語関係科目は「基礎ロシア語（入門）」があり、当
該科目は一定の履修者数があることから、当該科目のみ開講する。学生に対しては、「履修ガイド」に記載するととも
に、ガイダンス等で説明を行い、周知を図った。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目



備考

＜共用する学校等の名称＞

共立女子短期大学

平成26年2月 建築等設置
計画変更書提出済（26）

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

平成26年2月 建築等設置計
画変更書提出済（26）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

1,830千円 1,680千円

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

1,680千円 1,680千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

平成25年12月設置計画変更
協議済（26）
教員1人当りの研究費等に
ついて、助教は200千円
共同研究費等は、大学全体

(８) 教員１人当り研究費等 350千円 350千円 図書購入費 2,002千円 5,087千円 4,334千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 21,000千円 21,000千円 設備購入費 73,287千円
1,715　　1,610

千円
6,441千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

474 829㎡ 該当なし

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

9,871㎡ 521 570,825

57

（488,389〔135,394〕） （5,590〔1,020〕） （　6,184〔6,133〕） （10,108） （3,113） （57）
計

493,192〔136,174〕　 5,590〔1,020〕　 6,184〔6,133〕　 10,363 3,113

10,363 3,113 57

機械・器具 標　　本視聴覚資料

（488,389〔135,394〕） （5,590〔1,020〕） （6,184〔6,133〕） （10,108） （3,113） （57）

点 点 点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

看護学部看護学科
493,192〔136,174〕　 5,590〔1,020〕　 6,184〔6,133〕　

（　24,963㎡）

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数 平成25年12月設置計画変更協議
済（26）
平成26年４月
専任准教授2名を新規
採用のため（26）
平成28年1月設置計画変更協議
済
専任講師3名を共同研究室から
個人研究室に移行することに伴
う増設（28）

看護学部　看護学科
 ２１
 １８
 １６

室

  36 39室   30 35室
11室 3室 記載漏れ平成26年2月 建築

等設置計画変更書提出済
（27）（補助職員　7　人） （補助職員　0　人）

合　　　計 48,755㎡ 111,213㎡ 80,783㎡ 240,751㎡

　　　　（31,427　37,451㎡） （1,965㎡） （58,355　64,379㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

　　　65 74室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

　　　24,963㎡ 31,427　37,451㎡ 1,965㎡ 　58,355 64,379㎡

14,760㎡ 80,783㎡ 144,298㎡

計

そ　の　他 0㎡ 96,453㎡ 0㎡ 96,453㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

大学全体
＜共用する他の学校＞
共立女子短期大学
共立女子高等学校
（収容定員1,080名）
面積基準：運動場として
8,400㎡（中学校との共用
可）
共立女子第二高等学校
（収容定員720名）
面積基準：運動場として
8,400㎡（中学校との併用
可）
共立女子中学校
（収容定員960名）
面積基準：運動場として
8,400㎡
共立女子第二中学校
（収容定員480名）
面積基準：運動場として
6,000㎡

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 40,755㎡ 11,760㎡ 59,783㎡ 112,298㎡

運動場用地 8,000㎡ 3,000㎡ 21,000㎡ 32,000㎡

小　　　計 48,755㎡



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定　員
超過率

開　設
年　度

年 人 年次 人 倍
人

家政学研究科 － 35 － 73 0.73 昭和55年度

 被服学専攻 2 8 － 16 修士（家政学） 0.87 昭和55年度

 食物学専攻 2 8 － 16 修士（家政学） 0.12 昭和55年度

 建築・デザイン専攻 2 8 － 16 修士（家政学） 0.43 平成23年度

 児童学専攻 2 8 － 16 修士（家政学） 0.12 平成23年度

 人間生活学専攻 3 3 － 9 博士（学術） 0.99 平成６年度

文芸学研究科 2 20 － 40 修士（文芸学） 0.32 昭和41年度

 文芸学専攻 2 20 － 40 修士（文芸学） 0.32 平成27年度

国際学研究科 2 15 － 30 修士（学術） 0.16 平成23年度

 国際学専攻 2 15 － 30 修士（学術） 0.16 平成23年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定　員
超過率

開　設
年　度

年 人 年次 人 倍
人

家政学部 4 375 － 1,500 学士（家政学） 昭和24年

 被服学科 4 90 － 360 学士（家政学） 1.12 昭和24年

 食物栄養学科 4 95 － 380 学士（家政学） 1.18 昭和41年

　 食物学専攻 4 45 － 180 学士（家政学） 1.08 昭和41年

　 管理栄養士専攻 4 50 － 200 学士（家政学） 1.28 昭和41年 家政学部児童学科は
 建築・デザイン学科 4 90 － 360 学士（家政学） 1.08 平成19年 平成27年4月より入学
 児童学科 4 150 － 500 学士（家政学） 1.05 平成19年 定員変更（100→150）
文芸学部 4 350 － 1,400 学士（文芸学） 1.08 昭和28年

 文芸学科 4 350 － 1,400 学士（文芸学） 1.08 平成19年

国際学部 4 250 － 1,000 学士（国際学） 1.13 平成19年

 国際学科 4 250 － 1,000 学士（国際学） 1.13 平成19年

看護学部 4 100 － 400 学士（看護学） 1.02 平成25年

　看護学科 4 100 － 400 学士（看護学） 1.02 平成25年

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定　員
超過率

開　設
年　度

年 人 年次 人 倍

生活科学科 2 100 人 200 短期大学士（生活科学） 1.25 昭和25年

文科 2 100 200 短期大学士（文科） 1.12 平成19年

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　共立女子短期大学

所　在　地

東京都千代田区一ツ橋二丁目2番1号

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

文芸学研究科文芸学専攻は
平成27年4月開設

　共立女子大学

所　在　地

東京都千代田区一ツ橋二丁
目2番1号

東京都八王子市元八王子町
一丁目710番地

４　既設大学等の状況

　共立女子大学大学院

所　在　地

東京都千代田区一ツ橋二丁
目2番1号



教授

講師

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

ﾋﾛｾ　ﾉﾌﾞｺ
廣瀨　信子

平成27年4月

平成26年4月

看護過程展開論

専任教員を補充し、担当者を変更。平成26年9月AC教員審査済
（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退による担当者交代（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。

看護学概論

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退による担当者交代（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。

看護アセスメント論 専 教授

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

後任未定

平成27年4月 看護アセスメント論

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
「看護アセスメント論」は他に担当教員が2名いるため、支障は
ない。

教授

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

後任未定

平成27年4月 看護学入門

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
「看護学入門」は他に担当教員が1名いるため、支障はない。

看護学概論

専

兼任

教授

講師

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

ﾋﾛｾ　ﾉﾌﾞｺ
廣瀨　信子

平成27年4月

平成26年4月

専 教授
ｲﾜﾅｶﾞ　ﾋﾃﾞｺ
岩永　秀子

平成25年4月

看護学入門 専

看護過程展開論

専

兼任

大関武彦教授病気加療。前期配当科目につき、担当者の変更
（26）

専 教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

平成29年4月 健康の科学 担当者の追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

健康の科学

兼担 教授
ｶﾜｸﾎﾞ　ｷﾖｼ
川久保　清

平成26年4月 健康の科学

後任未定
平成27年3月
大関武彦教授就任辞退。開講年次変更につき、平成28年9月から
後任採用予定。

総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

担当者の減
平成27年3月
大関武彦教授辞任のため担当者を減。「総合技術演習（OSCE
Ⅰ）」は、他に担当者が26名いるため、支障ない。

担当者の減
平成27年3月
大関武彦教授就任辞退のため担当者を減。「総合技術演習
（OSCEⅠ）」は、他に担当者が26名いるため、支障ない。

担当者の変更（28）

兼任 講師
ｿｴﾀﾞ　ｴﾂｺ
添田英津子

平成28年4月

兼任 講師
ｼｭｳﾀﾞ　ｱｷﾋﾛ
習田　明裕

平成28年4月

兼任

先端医療と看護

兼任 講師
ｸﾗｻﾜ　ｼｹﾞｱｷ
倉沢　慈明

平成28年4月

先端医療と看護

講師
ﾐｽﾞｻﾜ　ﾋｻｴ
水澤　久恵

平成28年4月

講師

ﾊｼﾓﾄ　ﾃﾙﾏｻ
橋本　光正

平成28年4月

薬理学

担当者の変更（28）

ｵｵﾊﾀ　ﾋｻﾕｷ
大幡　久之

平成27年4月
平成27年3月
大関武彦教授就任辞退のため、担当者の変更（27）

専
教授
(学部
長)

ｵｵｾﾞｷ　ﾀｹﾋｺ
大関　武彦

平成25年4月

薬理学 兼任

病態と治療Ⅳ（産婦人
科･小児科疾患）

兼任

臨床薬理学 兼任 講師

ﾊｼﾓﾄ　ﾃﾙﾏｻ
橋本　光正

平成28年4月

臨床薬理学

担当者の変更（28）

ｵｵﾊﾀ　ﾋｻﾕｷ
大幡　久之

平成27年4月
平成27年3月
大関武彦教授就任辞退のため、担当者の変更（27）

講師
ﾓﾘ　ﾗﾝｺ
森　蘭子

平成27年4月
病態と治療Ⅳ（産婦人
科･小児科疾患）

平成27年3月
大関武彦教授就任辞退のため、担当者の変更（27）

総合技術演習（OSCE）
Ⅰ

５　教員組織の状況

＜看護学部　看護学科＞

（１） 担当教員表

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専・



専 教授
ｷﾀｶﾞﾜ　ｷﾐｺ
北川　公子

平成25年4月

ヘルスプロモーション
高齢者看護学概論
高齢者看護学援助論
高齢者看護学援助演習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

ケースマネジメント
多職種連携論
看護専門職論
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 教授
ｲﾄｳ　 ﾏﾕﾐ

伊藤　まゆみ
平成25年4月

コミュニケーション論
成人看護学概論
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助論Ⅳ
成人看護学援助演習
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

カウンセリング
緩和ケア・終末期ケア
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 教授

ﾔﾏｻﾞｷ　ｱｷｴ
山崎　章恵

後任未定

平成27年4月

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
高橋博美教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
左記科目は他に担当教員がいるため、支障はない。

看護教育学
担当者の減

後任未定

平成26年9月および平成27年1月
担当候補者のAC教員審査不可。
「看護教育学」は、他に担当教員（教授）が1名おり、支障がな
いため、担当者を減。（27）

平成26年3月
高橋博美教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
左記科目は他に担当教員がいるため、支障はない。

成人看護学概論
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助論Ⅲ
成人看護学援助論Ⅳ
成人看護学援助演習
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
クリティカルケア
多職種連携論

専 教授

ﾔﾏｻﾞｷ　ｱｷｴ
山崎　章恵

後任未定

平成27年4月

成人看護学概論
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助論Ⅲ
成人看護学援助論Ⅳ
成人看護学援助演習
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
クリティカルケア
多職種連携論

専

兼任

教授

講師

ﾔﾏｻﾞｷ　ｱｷｴ
山崎　章恵

ﾔﾉ　ﾌﾐｴ
矢野　章永

平成27年4月

平成26年4月

看護学概論
看護過程展開論

専任教員を補充し、担当者を変更。平成26年9月AC教員審査済
（27）

平成26年3月
高橋博美教授就任辞退による担当者交代（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。

教授 髙木　廣文 平成28年4月
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済（28）

専 教授
ﾀｶﾊｼ　ﾋﾛﾐ
髙橋　博美

平成25年4月

看護学概論
看護過程展開論

専

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
高橋博美教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
左記科目は他に担当教員がいるため、支障はない。

専 教授

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

後任未定

平成27年4月

基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専任教員を補充。平成26年9月AC教員審査済（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退（26）
平成26年9月または平成27年4月から専任教員採用予定で公募
中。
左記科目は、他に複数の担当教員がいるため、支障はない。

専 教授
ｲﾜﾅｶﾞ　ﾋﾃﾞｺ
岩永　秀子

平成25年4月

基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ



兼任 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ﾖｼﾅｶﾞ
石橋　義永

平成26年4月 公衆衛生学

講師
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成26年4月 公衆衛生学

ヘルスプロモーション
在宅看護概論
在宅看護学援助論
在宅看護学援助演習
在宅看護論実習Ⅰ
在宅看護論実習Ⅱ
地域看護学概論
地域看護学援助演習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

ケースマネジメント
地域保健・産業保健
多職種連携論
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

平成28年4月 公衆衛生学

専任教員を補充し担当者を変更。平成27年11月AC教員審査済。
（28）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

専 教授
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成28年4月 公衆衛生学

専 教授
ﾀｸﾞﾁ  ﾘｴ

田口　理恵
平成25年4月

公衆衛生学

専

専

兼任

兼任

講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾖｳｺ
渡邉　洋子

平成26年4月 公衆衛生学

兼任 講師
ﾈｺﾀﾞ　ﾔｽﾄｼ
猫田　泰敏

平成26年4月 公衆衛生学

教授
ﾀｸﾞﾁ  ﾘｴ

田口　理恵
平成25年4月 公衆衛生学

専 教授
ｸｻｶ　ｶｽﾞﾖ
日下　和代

平成25年4月

コミュニケーション論
精神看護学概論
精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 教授
ﾏﾙﾔﾏ（ｷｼﾀﾞ）ﾔｽ

ｺ
丸山(岸田)泰子

平成25年4月

母性看護学概論
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

小児看護学概論
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ

専 教授
ﾂﾊｺ　ｽﾐｺ

津波古　澄子
平成28年4月

小児看護学概論
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ

平成28年3月
加藤令子教授就任辞退による担当者交代。平成27年11月　AC教
員審査済（28）

看護専門職論
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 教授
ﾂﾊｺ　ｽﾐｺ

津波古　澄子
平成28年4月

看護専門職論
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

平成28年3月
加藤令子教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済（28）

災害看護論 専 准教授
ﾆｼﾀﾞ　ｼﾎ

西田　志穗
平成28年4月 災害看護論

平成28年3月
加藤令子教授就任辞退により担当者を減。左記科目は他に担当
教員が1名いるため、支障はない。（28）

家族看護学 兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾕﾐｺ

中村　由美子
平成28年4月 家族看護学

平成28年3月
加藤令子教授就任辞退による担当者交代（28）

緩和ケア・終末期ケア 担当者の減

専 教授
ｶﾄｳ　 ﾚｲｺ
加藤　令子

平成25年4月

看護倫理 兼任 講師

平成28年3月
加藤令子教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済（28）

国際看護論 専 教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

平成28年4月 国際看護論
平成28年3月
加藤令子教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済（28）

ﾑﾗｶﾐ　ﾖｼｴ
村上　好恵

平成28年4月 看護倫理 平成28年3月　加藤令子教授就任辞退による担当者交代（28）



ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻｺ
中村　昌子

平成27年4月

看護学入門
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ

平成27年3月
廣瀨信子准教授就任辞退による担当者交代。平成27年2月AC教員
審査済。（27）

平成26年度までは兼任講師として担当のため（25）

兼任 講師
ﾋﾛｾ 　ﾉﾌﾞｺ
廣瀨　信子

平成25年4月

看護学入門
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ

教授

講師

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

ﾋﾛｾ 　ﾉﾌﾞｺ
廣瀨　信子

平成27年4月

平成26年4月

看護学概論

担当者の交代。平成26年9月AC教員審査済。（27）

平成26年3月
岩永秀子教授就任辞退により
担当科目の追加（26）

専

兼任

専 准教授
ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻｺ
中村　昌子

平成27年4月
看護アセスメント論
看護過程展開論

担当科目の追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

平成27年4月

平成26年4月

看護学概論
看護過程展開論

専任教員を補充し、担当者を変更。平成26年9月AC教員審査済
（27）

平成26年3月
岩永秀子教授、高橋博美教授就任辞退により担当科目の追加
（26）

専
准教
授

ﾋﾛｾ 　ﾉﾌﾞｺ
廣瀨　信子

平成27年4月

看護学入門
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護教育学
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 准教授

在宅看護概論
地域看護学概論
地域看護学援助演習
多職種連携論

専任教員を補充。平成27年11月　AC教員審査済。（28）

専

兼任

教授

講師

ﾅｶﾊﾗ　ﾙﾘｺ
中原るり子

ﾔﾉ　ﾌﾐｴ
矢野　章永

専 准教授
ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻｺ
中村　昌子

平成27年4月

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

平成27年3月
廣瀨信子准教授就任辞退による担当者交代。平成27年1月AC教員
審査済。（27）

担当者の減 看護教育学

平成27年3月
廣瀨信子准教授就任辞退。
平成26年9月および平成27年1月
担当候補者のAC教員審査不可。
「看護教育学」は、他に担当教員（教授）が1名おり、支障がな
いため、担当者を減。（27）

専 教授
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成28年4月

災害看護論 担当者の減

在宅看護学援助論
在宅看護学援助演習
在宅看護論実習Ⅰ
在宅看護論実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
ケースマネジメント
継続看護
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

平成28年3月
矢野章永教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月AC
教員審査済。（28）

看護と芸術
看護教育学

専 教授
ﾂﾊｺ　ｽﾐｺ

津波古　澄子
平成28年4月

看護と芸術
看護教育学

平成28年3月　矢野章永教授就任辞退により専任教員を補充。平
成27年11月　AC教員審査済。（28）

専 教授
ﾔ ﾉ 　ﾌﾐｴ
矢野　章永

平成27年4月

在宅看護学援助論
在宅看護学援助演習
在宅看護論実習Ⅰ
在宅看護論実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

ケースマネジメント
継続看護
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

専 准教授
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成28年4月

平成28年3月　矢野章永教授就任辞退により担当者を減。左記科
目は、他に担当教員が1名いるため、支障はない。（28）



専 講師
ﾔﾏｽﾞﾐ　ﾔｽｴ
山住　康恵 平成28年4月

看護過程展開論
看護研究法Ⅱ

担当教員を追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

講師
ﾔﾏｽﾞﾐ　ﾔｽｴ
山住　康恵

平成28年4月

看護アセスメント論
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

基礎ゼミナール

平成28年3月
齋藤孝子専任講師就任辞退により専任教員を補充。平成27年11
月AC教員審査済。（28）

専
専任
講師

ｻｲﾄｳ　 ﾀｶｺ
齋藤　孝子

平成25年4月

看護アセスメント論
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

基礎ゼミナール

専

専

専 准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱﾂｺ
渡邊　敦子

平成28年4月

基礎ゼミナール

平成28年3月
丸山昭子准教授就任辞退につき専任教員を補充。平成28年1月AC
教員審査済。（28）

准教授
ﾏﾙﾔﾏ　ｱｷｺ
丸山　昭子

平成26年4月 担当科目の追加。平成25年7月AC教員審査済。（26）

准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱﾂｺ
渡邊　敦子

平成28年4月

精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅱ

平成28年3月
丸山昭子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成28年1月AC
教員審査済。（28）

専
准教
授

ﾏﾙﾔﾏ　ｱｷｺ
丸山　昭子

平成25年4月

精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ
看護研究法Ⅱ

専

専 准教授
ﾌｼﾞｲ　ﾁｴﾐ

藤井　智惠美
平成28年4月 看護と芸術 担当科目の追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

ｵｵﾔﾏ　ﾏｷｺ
大山　真貴子

平成28年4月

成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助論Ⅲ
成人看護学援助論Ⅳ
成人看護学援助演習
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
看護研究法Ⅱ
基礎ゼミナール
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月
菱刈美和子准教授就任辞退につき専任教員を補充。平成27年11
月AC教員審査済。（28）

専
准教
授

ﾌｼﾞｲ　ﾁｴﾐ
藤井　智惠美

平成25年4月

母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

看護研究法Ⅰ
看護研究法Ⅱ

平成26年3月
冨澤美幸准教授就任辞退（26）
「コミュニケーション論」は、他に担当教員が2名いるため、支
障はない

平成27年4月 看護過程展開論 担当科目の追加。平成26年9月AC教員審査済（27）

専
准教
授

ﾋｼｶﾘ   ﾐﾜｺ
菱刈　美和子

平成25年4月

成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助論Ⅲ
成人看護学援助論Ⅳ
成人看護学援助演習
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
看護研究法Ⅱ
基礎ゼミナール
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

専 准教授

回復促進援助技術論Ⅰ
回復促進援助技術論Ⅱ
基礎ゼミナール

平成26年1月AC教員審査済（26）

専 准教授
ｻｸﾗｲ　ﾐﾅ

櫻井　美奈

専 准教授
ｻｸﾗｲ　ﾐﾅ

櫻井　美奈
平成26年4月

看護アセスメント論
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅱ

専 准教授
ｻｸﾗｲ　ﾐﾅ

櫻井　美奈
平成26年4月

看護アセスメント論
基礎看護技術論Ⅰ
基礎看護技術論Ⅱ
基礎看護技術論Ⅲ
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
日常生活援助技術論Ⅲ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ
看護研究法Ⅱ

担当者の減

専
准教
授

ﾄﾐｻﾞﾜ　 ﾐﾕｷ
冨澤　美幸

平成25年4月

コミュニケーション論

平成26年3月
冨澤美幸准教授就任辞退による担当者交代。
平成26年1月AC教員審査済



専
准教
授

ﾆｼﾀﾞ　ｼﾎ
西田　志穗

平成28年4月
小児看護学概論
災害看護論
看護研究法Ⅱ

担当科目の追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

准教
授

専任
講師

ﾆｼﾀﾞ　ｼﾎ
西田　志穗

平成27年4月

平成26年4月
基礎ゼミナール

平成27年4月
准教授に職位変更。平成27年4月AC教員審査済（27）

担当科目の追加。平成25年7月AC教員審査済（26）

専

専

准教
授

専任
講師

ﾆｼﾀﾞ　ｼﾎ
西田　志穗

平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

クリティカルケア
医療安全
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

平成27年4月
准教授に職位変更。平成27年1月AC教員審査済（27）

講師
ｱﾗｷ　ｱｷ

荒木　亜紀
平成28年4月 看護研究法Ⅱ 担当教員の追加。平成28年1月AC教員審査済。（28）

専
専任
講師

ﾆｼﾀﾞ　ｼﾎ
西田　志穗

平成25年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

クリティカルケア
医療安全
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

専

専 講師
ｱﾗｷ　ｱｷ

荒木　亜紀
平成28年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学援助論
高齢者看護学援助演習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ
基礎ゼミナール

平成28年3月
佐野　望専任講師就任辞退にヨリ専任教員を補充。平成28年1月
AC教員審査済。（28）

准教授
ｽｶﾞﾜﾗ　ﾐﾈｺ
菅原　峰子

平成28年4月 クリティカルケア 担当教員の追加。平成27年11月AC教員審査済。（28）

専
専任
講師

　ｻﾉ　ﾉｿﾞﾐ
佐野　望

平成25年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学援助論
高齢者看護学援助演習
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ
基礎ゼミナール

専

専

専 准教授
ｽｶﾞﾜﾗ　ﾐﾈｺ
菅原　峰子

平成28年4月

看護学研究法Ⅱ
基礎ゼミナール

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済。（28）

准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月 平成26年1月AC教員審査済（26）

専 准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月 平成26年1月AC教員審査済（26）

講師
ﾆｼｻﾞｷ　ﾐﾜ
西﨑　未和

平成28年4月

ケースマネジメント

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済。（28）

専

専

専 准教授
ｽｶﾞﾜﾗ　ﾐﾈｺ
菅原　峰子

平成28年4月

高齢者看護学概論
高齢者看護学援助論
高齢者看護学援助演習

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済。（28）

准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月 平成26年1月AC教員審査済（26）

専 准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月 平成26年1月AC教員審査済（26）

教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

平成28年4月

ヘルスプロモーション

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済。（28）

専

専

専 准教授
ｽｶﾞﾜﾗ　ﾐﾈｺ
菅原　峰子

平成28年4月
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月
AC教員審査済。（28）

准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月

平成26年3月
中原順子准教授就任辞退による担当者交代。平成26年1月AC教員
審査済（26）

准教授
ﾀﾅｶ　ｱﾂｺ

田中　敦子
平成26年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ

平成28年3月
田中敦子准教授就任辞退につき担当者減。左記科目については
他に担当教員が12名いるため、支障はない。（28）

平成26年3月
中原順子准教授就任辞退による担当者交代。平成26年1月AC教員
審査済（26）

専
専任
講師

ﾅｶﾊﾗ　ｼﾞｭﾝｺ
中原　順子

平成25年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

専



専 助教
ｶｲ　ｷｮｳｺ

甲斐　恭子
平成27年4月 担当科目の追加。平成26年9月AC教員審査済（27）

助教
ﾄﾐｻｷ　ｴﾂｺ
冨崎　悦子

平成28年4月 総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月
甲斐恭子助教就任辞退により専任教員を補充。平成28年1月AC教
員審査済。（28）

専

専 助教
ﾄﾐｻｷ　ｴﾂｺ
冨崎　悦子

平成28年4月
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学実習

平成28年3月
甲斐恭子助教就任辞退により専任教員を補充。平成28年1月AC教
員審査済。（28）

助教
ｵﾉ　ﾐｶｺ

小野　美香子
平成27年4月

総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成27年1月AC教員審査済（27）

専 助教
ｶｲ　ｷｮｳｺ

甲斐　恭子
平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
小児看護学実習

専

専 助教
ｵﾉ　ﾐｶｺ

小野　美香子
平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ

平成27年3月
松戸典文助教就任辞退のため担当者変更。平成27年1月AC教員審
査済。（27）

助教

ﾀﾝｺﾞ　ｷﾇｺ
丹後　キヌ子

ｻﾄｳ　ｷｮｳｺ
佐藤　京子

平成28年4月

平成27年4月

総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月　佐藤京子助教就任辞退のため担当者変更。平成28
年1月AC教員審査済。（28）

平成27年1月AC教員審査済（27）

専 助教
ﾏﾂﾄﾞ　ﾉﾘﾌﾞﾐ
松戸　典文

平成26年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅰ
高齢者看護学実習Ⅱ
高齢者看護学実習Ⅲ

専

専 助教

ﾀﾝｺﾞ　ｷﾇｺ
丹後　キヌ子

ｻﾄｳ　ｷｮｳｺ
佐藤　京子

平成28年4月

平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ

平成28年3月
佐藤京子助教就任辞退により専任教員を補充。平成28年1月AC教
員審査済。（28）

平成27年3月
細野知子助教就任辞退のため担当者変更。平成27年1月AC教員審
査済。（27）

助教

後任未定

ﾔｸﾞﾁ　ﾅﾎ
矢口　菜穂

平成27年4月

総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月
矢口菜穂助教就任辞退。後任については、平成28年9月採用予定
で公募中。左記科目は、他に担当者が総合技術演習（OSCE）Ⅰ
および看護学総合実習については24名、看護学総合演習および
総合技術演習（OSCE）Ⅱについては23名いるため、支障はな
い。（28）

平成27年1月AC教員審査済（27）

専 助教
ﾎｿﾉ　ﾄﾓｺ

細野　知子
平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ

専

専 助教

後任未定

ﾔｸﾞﾁ　ﾅﾎ
矢口　菜穂

平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ

平成28年3月
矢口菜穂助教就任辞退。後任については、平成28年9月採用予定
で公募中。基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱについては他に担当教員が12
名、成人看護学実習Ⅰ・Ⅱについては他に担当教員が4名いるた
め、支障はない。（28）

平成27年3月
菊地きよ美助教就任辞退のため担当者変更。平成27年1月AC教員
審査済。（27）

助教
ｲｼﾜﾀ　　ﾁｴﾐ
石渡　智恵美

平成27年4月

総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月
石渡智恵美助教就任辞退につき担当者減。左記科目について
は、他の担当者が総合技術演習（OSCE）Ⅰにおいては24名、看
護学総合実習および総合技術演習（OSCE）Ⅱにおいては23名い
るため、支障はない。（28）

担当科目の追加。平成26年9月AC教員審査済（27）

専 助教
ｷｸﾁ　ｷﾖﾐ

菊地　きよ美
平成27年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ

専

担当者の減

平成28年3月
石渡智恵美助教就任辞退につき担当者減。基礎看護学実習Ⅰ・
Ⅱについては他に担当教員が12名、成人看護学実習Ⅰ・Ⅱにつ
いては他に担当教員が4名いるため、支障はない。（28）

専任
講師

ﾆｼ　ﾙﾋﾞｺ
西　留美子

平成27年4月 地域看護学援助演習

平成28年3月
西留美子専任講師就任辞退につき担当者減。左記科目について
は他に担当教員が1名いるため支障はない。（28）

担当科目の追加。平成26年9月AC教員審査済（27）

専 助教
ｲｼﾜﾀ　　ﾁｴﾐ
石渡　智恵美

平成25年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ
成人看護学実習Ⅱ

専

専

専 講師
ﾆｼｻﾞｷ　ﾐﾜ
西﨑　未和

平成28年4月

基礎ゼミナール

平成28年3月
西留美子専任講師就任辞退にヨリ専任教員を補充。平成27年11
月AC教員審査済。（28）

専任
講師

ﾆｼ　ﾙﾋﾞｺ
西　留美子

平成26年4月 担当科目の追加。平成25年7月AC教員審査済（26）

講師
ﾆｼｻﾞｷ　ﾐﾜ
西﨑　未和

平成28年4月

継続看護
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護学援助論
在宅看護学援助演習
在宅看護論実習Ⅰ
在宅看護論実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

平成28年3月
西留美子専任講師就任辞退にヨリ専任教員を補充。平成27年11
月AC教員審査済。（28）

専
専任
講師

ﾆｼ　ﾙﾋﾞｺ
西　留美子

平成25年4月

継続看護
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護学援助論
在宅看護学援助演習
在宅看護論実習Ⅰ
在宅看護論実習Ⅱ
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ

専

専 准教授
ﾜﾀﾞ　ｹｲｺ

和田　佳子
平成26年10月 看護研究法Ⅱ 平成25年7月AC教員審査済（26）

准教授

ﾜﾀﾞ　ｹｲｺ
和田　佳子

後任未定

平成26年10月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ
基礎ゼミナール

平成25年7月AC教員審査済（26）

平成25年3月
小野智佐子講師就任辞退（25）
平成26年4月から専任教員採用予定で公募中。
1年次配当の「基礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」「基礎
ゼミナール」は他に担当教員がいるため、支障はない。

専
専任
講師

ｵﾉ　ﾁｻｺ
小野　智佐子

平成25年4月

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
総合技術演習（OSCE）Ⅰ

看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）Ⅱ
基礎ゼミナール

専



兼担 教授
ﾘ　ｿｳｷｮｳ
李　錚強

平成25年4月
基礎中国語（入門）
基礎中国語（表現）

兼担 教授
ｵｵﾀ　ｶｽﾞｺ
太田　和子

平成25年4月 文化人類学

兼担 教授
ﾊｼｶﾜ　ﾄｼｷ
橋川　俊樹

平成25年4月 メディアと文化

担当者の変更（26）
担当者の変更（25）

哲学概論 兼任 講師
ﾓｳﾘ　ﾄﾖﾌﾐ
毛利　豊史

平成25年4月 哲学概論

兼担 教授 　 平成25年4月
情報基礎
人間とは何か

兼担 教授
ﾌｸﾀﾞ　ｵｻﾑ
福田　收

平成25年4月

情報基礎
人間とは何か

兼担 教授
ﾑﾄｳ　ﾀｹｼ

武藤　剛史
平成25年4月 文学の世界

表現技法Ⅰ（作文・論
文）

担当者の変更（27）
担当者の変更（26）
担当者の変更（25）

表現技法Ⅲ（企画立
案・発表討論）

兼任 講師
ﾎｼﾉ　ﾕｳｺ

星野　祐子
平成25年4月

表現技法Ⅲ（企画立
案・発表討論）

担当者の変更（25）

担当者の変更（25）

倫理学概論 兼任 講師

ﾊﾞﾊﾞ　ﾄﾓﾐﾁ
馬場　智理

ｶﾜｶﾐ　ｼｮｳｼｭｳ
河上　正秀

平成26年4月

平成25年4月
倫理学概論

兼担 教授
ﾊﾝｻﾞﾜ　ｶﾝｲﾁ
半沢　幹一

平成25年4月

表現技法Ⅰ（作文・論
文）

兼担

兼担

教授

准教
授

ﾊﾝｻﾞﾜ　ｶﾝｲﾁ
半沢　幹一

ﾌｶﾂ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
深津　謙一郎

ｱﾍﾞ　ﾕｶｺ
阿部由香子

平成27年4月

平成26年4月

平成25年4月

世界史概論 兼任 講師
ｶﾜｲ　ﾉﾌﾞﾊﾙ
河合　信晴 平成25年4月 世界史概論

兼担 准教授
ﾑﾗｲ　ﾊﾅﾖ

村井　華代
平成25年4月 比較文化の視点

教授
ｻｶｸﾞﾁ　ﾖｼｲ
坂口　麗衣

平成27年4月
健康スポーツ実習A
健康スポーツ実習B

「体育」を廃止し、「健康スポーツ実習A」「健康スポーツ実習
B」を新設したことによる、担当授業科目の変更（27）

兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ　ｲｻﾑ
島田　勇

平成25年4月

比較文化の視点

兼担 教授
ｻｶｸﾞﾁ　ﾖｼｲ
坂口　麗衣

平成25年4月 体育 兼担

担当者の変更（25）

担当者の変更（25）

兼担 教授
ﾌｼﾞﾀ　ﾏｻｵ
藤田　雅夫

平成25年4月 マーケティング

物理学
担当者の変更（27）
担当者の変更（25）

兼担 教授
ｶﾜｶﾐ　ﾋﾛｼ
川上　浩

平成25年4月 生物学

教授
ｽｷﾞ　ﾉﾘｺ
杉　憲子

平成25年4月
統計基礎
環境・科学の諸課題
数学

物理学 兼任 講師

ｱｲﾁ　ﾏｻｱﾂ
愛知　正温

ﾊﾏﾉ　ﾖｳｿﾞｳ
浜野　洋三

平成27年4月

平成25年4月

兼担 教授
ｽｷﾞ　ﾉﾘｺ
杉　憲子

平成25年4月

統計基礎
環境・科学の諸課題
数学

兼担

専 助教
ｲｼﾀﾞ　ﾄｵﾙ
石田　徹 平成27年4月 担当科目の追加。平成26年9月AC教員審査済（27）

兼担 教授
ｸﾏｶﾞｲ　ﾋﾄｼ
熊谷　仁 平成25年4月 化学

助教
ﾑｶｲ　ｷｮｳｺ
向井　京子

平成28年4月
総合技術演習（OSCE）
Ⅰ
看護学総合演習
看護学総合実習
総合技術演習（OSCE）
Ⅱ

平成28年3月
石田　徹助教就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月AC
教員審査済。（28）

専

専 助教
ﾑｶｲ　ｷｮｳｺ
向井　京子

平成28年4月
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護学実習

平成28年3月
石田　徹助教就任辞退により専任教員を補充。平成27年11月AC
教員審査済。（28）

専 助教
ｲｼﾀﾞ　ﾄｵﾙ
石田　徹

平成26年4月
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
精神看護学実習



担当者の変更（28）
担当者の変更（26）

兼担 准教授
ﾀｸﾞﾁ　ｱｷ

田口　亜紀
平成26年4月

兼担
准教
授

ﾔｿﾀﾞ　ﾋﾛﾋﾄ
八十田　博人

平成25年4月 政治学概論

基礎フランス語（表
現）

兼担 講師
ﾀｷｻﾞﾜ　ﾒｲｺ
滝沢　明子

平成28年4月

基礎フランス語（表
現）

兼担 准教授
ﾂｼﾞﾔﾏ　ﾕｷｺ

辻山　ゆき子
平成25年4月

基礎フランス語（入
門）

兼担
准教
授

ﾂｼﾞﾔﾏ　ﾕｷｺ
辻山　ゆき子

平成25年4月

基礎フランス語（入
門）

兼担
准教
授

ｱｻﾇﾏ　ｶｵﾘ
浅沼　かおり

平成25年4月 地域史

兼任 講師

ｵｵｵｶ　ｷﾘｺ
大岡　紀里子

ｳｴｻｶ　ﾔｽﾋﾄ
上坂　保仁

平成27年4月

平成25年4月

教育学
担当者の変更（27）
担当者の変更（25）

兼担
准教
授

ﾆｼﾑﾗ　ﾌﾐｺ
西村　史子

平成25年4月 教育学

兼担
准教
授

ﾃﾗﾁ　ｺｳｼﾞ
寺地　功次

平成25年4月 国際関係概論

兼担

兼担 教授
ｱﾝｿﾆｰ ﾋｭｰ ﾐﾙｽﾞ
アンソニー・

ヒュー・ミルズ
平成26年4月 英語Ⅰ 担当者の変更（26）

教授
ｸﾘｽ　ﾎｽｷﾝｽﾞ

クリス・ホスキ
ンズ

平成25年4月 英語Ⅰ 担当者の変更（25）

兼担
准教
授

ﾘﾘｱﾝ　ｽｳｪｲﾝ
リリアン・
スウェイン

平成25年4月 英語Ⅰ

兼担
准教
授

ｱﾝｿﾆｰ ﾋｭｰ ﾐﾙｽﾞ
アンソニー・

ヒュー・ミルズ
平成25年4月 英語Ⅰ 兼担

兼担
准教
授

ｵｶﾀﾞ（ｵｵｵｶ）ﾋﾛ
ﾐ

岡田(大岡)
ひろみ

平成25年4月 文学

兼担
准教
授

ﾌｼﾞﾓﾄ　ﾏｷｺ
藤本　麻紀子

平成25年4月 衣食住の文化

兼担 教授

ﾅｶﾓﾄ　ｷｮｳﾍｲ
中本　恭平

ﾊﾝｻﾞﾜ　ｶﾝｲﾁ
半沢　幹一

平成28年4月

平成25年4月

表現技法Ⅱ（読解・
分析）

担当者の変更（28）
担当者の変更（25）

教授

ﾖｼｻﾞﾜ　ﾔﾖｲ
吉澤　弥生

ｼｵｶﾜ　ﾋﾛｺ
塩川　浩子

平成26年4月

平成25年4月

女性と社会
担当者の変更（26）
担当者の変更（25）

兼担
准教
授

ﾌｶﾂ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
深津　謙一郎

平成25年4月
表現技法Ⅱ（読解・
分析）

兼担
准教
授

ｲﾜｻｷ　ｴﾘﾅ
岩﨑　えり奈

平成25年4月 女性と社会

准教授
ｼﾐｽﾞ　ｱｷｺ
清水　明子

平成25年4月
英語Ⅱ
TOEIC/TOEFL演習

兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ　ﾔｽﾋﾛ
内田　保廣

平成26年4月 文学 担当者の変更（26）

兼担
准教
授

ｼﾐｽﾞ　ｱｷｺ
清水　明子

平成25年4月
英語Ⅱ
TOEIC/TOEFL演習
分野別英語

兼担
准教
授

ﾀｶﾊｼ　ﾀﾞｲｽｹ
高橋　大輔

平成25年4月 生活環境とアメニティ

平成27年4月

平成25年4月

発達心理学
担当者の変更（27）
担当者の変更（25）

兼担
准教
授

ﾑﾗｶﾐ　ﾔｽｺ
村上　康子

平成25年4月 芸術の世界

兼担 准教授
C.A.ﾋﾟｯﾂ

C.A.ピッツ
平成26年4月 分野別英語

授業科目の廃止（27）
担当者の変更（26）

兼担

兼担
准教
授

ｶﾜﾊﾗ　ﾉﾘｺ
河原　紀子

平成25年4月 発達心理学 兼任 講師

ｸﾗﾓﾁ　ｷﾖﾐ
倉持　清美

ｼﾗｶﾞ　ｹｲｽｹ
白神　敬介

担当者の変更（26）
担当者の変更（25）

兼担 教授
ﾀﾃﾏﾂ　ﾐﾔｺ

立松　美也子
平成25年4月 法学概論

自然地理学 兼任 講師

ﾊﾔｶﾜ　ﾕｳｲﾁ
早川　裕弌

ｱｵｷ　ﾋｻｼ
青木　久

平成26年4月

平成25年4月

自然地理学

兼担 教授
ｲｼｲ　ﾋｻｵ

石井　久生
平成25年4月

人文地理学
地誌学概論

兼担 教授
ｲｼｲ　ﾋｻｵ

石井　久生
平成25年4月

人文地理学
地誌学概論



兼任 講師
ﾔﾏﾀﾞ　ﾏｻｺ
山田　正子

平成25年4月 栄養学

講師

講師

ｸﾎﾞﾀ　ﾕｳｺ
久保田　友子

ｲｼｶﾜ　ﾓﾄﾅｵ
石川　元直

ﾐﾔﾜｷ　ｶﾖ
宮脇　佳世

後任未定

平成25年9月

平成27年4月

平成25年9月

臨床心理学

臨床心理学

担当者の交代及び追加（26）

担当者の変更（27）

就任辞退（25）
1年次後期配当科目につき、
平成25年9月兼任講師採用予定

兼任 講師
ﾑﾗｲ ﾉﾘﾕｷ

村井　法之
平成25年4月 微生物学

兼任 講師
ﾐﾔﾜｷ　ｶｵﾘ
宮脇　郁

平成25年4月 臨床心理学

兼任

兼任

兼任 講師
ｷｸﾞﾁ　ﾋﾃﾞｺ
木口　英子

平成27年4月 病理学 担当者の変更（27）兼任 講師
ﾓﾘ　ﾏｻﾔ
森　正也

平成25年4月 病理学

兼任 講師
ｲｶﾞﾗｼ　ﾏﾓﾙ
五十嵐　庸

平成25年4月 生化学

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾔﾖｲ
岡田　弥生

ﾎｿﾔﾏﾀﾞ　ﾔｽｴ
細山田　康恵

平成28年4月

平成27年4月

生理学Ⅰ
生理学Ⅱ

担当者の変更（28）
担当者の変更（27）

兼任 講師
ﾌﾙﾔﾏ　ﾏｷﾉ

古山　マキノ
平成25年4月

生理学Ⅰ
生理学Ⅱ

兼任 講師
ｲﾄｳ　ｼﾞｭﾝｼﾞ
伊藤　純治

平成25年4月
解剖学Ⅰ
解剖学Ⅱ

平成28年4月

平成27年4月

平成26年4月

医療の英語Ⅰ
医療の英語Ⅱ

担当者の変更（28）
担当者の変更（27）
担当者の変更（26）

ビジネス英語Ⅱ 兼任 講師

E.ﾍﾟﾝｺﾞｽﾛ
E.ペンゴスロ

ﾖｼﾀﾞ　ﾀｹｼ
吉田　武

平成27年4月

平成26年4月

ビジネス英語Ⅱ
担当者の変更（27）
担当者の変更（26）

心理学 担当者の変更（25）

兼任 講師
ﾂﾙﾀ　ﾀﾂﾅﾘ
鶴田　達成

平成26年4月

医療の英語Ⅰ
医療の英語Ⅱ

兼任 講師

ｶﾜｼﾏ　ｼﾎﾐ
川島　志保美

ﾔﾏﾓﾄ　ｹﾞﾝ
山本　元

ｵｶﾑﾗ　ﾏｷｺ
岡村　真紀子

講師
ｳｴﾌﾞﾁ　ﾏﾘｴ

上淵　真理江 平成25年4月 人間関係と自己表現

心理学 兼任 講師
ｲﾁｾﾞﾝ　ﾊﾙｺ
一前　春子

平成25年4月

兼任 講師
ｳｴﾌﾞﾁ　ﾏﾘｴ

上淵　真理江
平成25年4月

人間関係と自己表現 兼任

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｱﾝｿﾆｰ
ﾋﾟｯﾂ

クリストファー・
アンソニー・

ピッツ

平成25年4月 英語Ⅰ

兼任 講師

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｱﾝｿﾆｰ
ﾋﾟｯﾂ

クリスト
ファー・

アンソニー・
ピッツ

C.ｸﾞﾚｲｾﾝｸﾞ
C．グレイセン

グ

平成28年4月

平成26年4月

オーラル・コミュニ
ケーション

担当者の変更（28）
担当者の変更（26）

兼任 講師

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｱﾝｿﾆｰ
ﾋﾟｯﾂ

クリストファー・
アンソニー・

ピッツ

平成25年4月
英語Ⅰ
オーラル・コミュニ
ケーション

兼任 講師

民俗学 担当者の変更（25）

兼任 講師
ﾏｴﾉｿﾉ　ﾘｮｳｲﾁ
前之園　亮一

平成25年4月 日本史概論

講師
ｵｶﾍﾞ　ﾀｶｼ
岡部　隆志

平成25年4月
教養講座
自己開発

民俗学 兼任 講師
ﾂﾁﾔ　ﾋｻｼ
土屋　久

平成25年4月

兼任 講師
ｵｶﾍﾞ　ﾀｶｼ
岡部　隆志

平成25年4月

教養講座
自己開発

兼任

兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱｽｶ

渡辺　明日香
平成25年4月 デザインの現在

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ　ﾖｼﾉﾌﾞ
児玉　好信

平成25年4月 統計情報処理



兼任 講師
ﾋﾛﾀ　ｼﾞﾝｿｳ
廣田　仁聡

平成26年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

兼任 講師
ｶﾜｾ　ｶｽﾞﾐ
川瀬　和美

平成28年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

ｷｸﾁ　ｶﾅｺ
菊池　かな子

平成26年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

兼任 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾋｻｼ
渡邊　久

ﾌｸｳﾁ　ｱﾂｼ
福内　敦

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ｲｽﾞﾐ
杉本　泉

平成26年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

兼任 講師
ﾎﾘﾐ　ﾋﾛﾂｸﾞ
堀見　洋継

平成27年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

講義内容の充実を図るため兼任講師を追加。（28）

講義内容の充実を図るため兼任講師を追加。また、担当者を変
更（27）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

兼任 講師
ｶﾜｻｷ　ﾖｳｽｹ
川﨑　洋介

平成26年4月

兼任 講師

ｴﾉﾓﾄ　ﾕﾀｶ
榎本　裕

ｽｽﾞｷ　ﾀｹｼ
鈴木　毅

平成28年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師
ｶﾜｻｷ　ﾖｳｽｹ
川﨑　洋介

平成26年4月
病態と治療Ⅲ（運動器
関連疾患）

兼任 講師

ｽｽﾞｷ　ｱｷﾀｹ
鈴木　暁岳

ﾐｾ　ﾅｵﾌﾐ
三瀬　直文

ｵｵﾓﾘ　ﾖｼﾐﾁ
大盛　芳路

平成28年4月

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師
ｲｿｶﾞﾜ　ｱｷﾋﾛ
五十川　陽洋

平成26年4月
病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ﾂﾖｼ
高橋　強志

平成26年4月
病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師

病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師

ｱﾏｶﾞｻｷ　ｹﾝｲﾁ
尼崎　賢一

ﾕｱｻ　ﾘﾂｺ
湯淺　律子

平成28年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ﾂﾖｼ
高橋　強志

平成26年4月
病態と治療Ⅱ（全身シ
ステム疾患）

担当者の変更（28）

担当者の変更（27）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ　ｻﾁﾄ
福田　幸人

ｷﾉ　ﾋﾛﾖｼ
木野　博至

平成27年4月

平成26年4月

兼任 講師
ｴﾉﾓﾄ　ﾕﾀｶ
榎本　裕

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

平成25年4月

兼任 講師

ｸｽﾊﾗ　ﾀｶﾖｼ
楠原　隆義

ﾐｳﾗ　ｽﾐｵ
三浦　純男

平成27年4月

平成25年4月

病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師
ﾐｾ　ﾅｵﾌﾞﾐ
三瀬　直文

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ｼﾝｺﾞ
池田　晋悟

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師
ﾅｶｼﾞﾏ　ﾋﾛﾖｼ
中島　啓喜

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師
ﾏﾌﾞﾈ　ｹﾝｲﾁ
真船 健一

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師

ﾖｼﾑﾗ　ｸﾆﾋｺ
吉村　邦彦

ｷﾉ　ﾋﾛﾖｼ
木野　博至

平成27年4月

平成25年4月

病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

兼任 講師
ﾏﾌﾞﾈ　ｹﾝｲﾁ
真船　健一

平成25年4月
病態と治療Ⅰ（臓器疾
患）

担当者の変更および就任辞退による担当者の減（27）

平成25年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（25）

兼任 講師
ﾄﾀﾞ　ﾉﾌﾞｵ
戸田　信夫



ｲｲｼﾞﾏ　ｼｹﾞｱｷ
飯島　慈明

平成28年4月 保健医療法規 担当者の交代（28）

平成28年4月 医療情報論
専任教員を補充し担当者交代。平成27年11月AC教員審査済。
（28）

兼任 講師
ﾅｶｼﾏ　ﾐﾁｺ

中島 三知子
平成26年4月 保健医療法規 兼任 講師

医療情報論
専任教員を補充し担当者交代。平成27年11月AC教員審査済。
（28）

兼任 講師
ｺﾞﾄｳ　ｷｮｳｲﾁ
後藤　恭一

平成26年4月 医療統計 専 教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾄｵﾙ
中村　究

平成25年4月 医療情報論 専 教授
ﾀｶｷﾞ　ﾋﾛﾌﾐ
髙木　廣文

平成28年4月

専 教授
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成28年4月

保健医療福祉論

専任教員を補充し担当者交代。平成27年11月AC教員審査済。
（28）

兼任 講師
ｶﾜﾊﾗ　ﾁｴ

河原　智江
平成27年4月

兼任 講師
ｱｷﾎ　ﾐﾂﾄｼ
秋保　光利

平成26年4月 リハビリテーション

兼任

兼任

兼任 講師
ｺﾞﾄｳ　ﾐﾂﾖ
後藤　光世

平成25年4月 保健医療福祉論

講師
ｵｶﾑﾗ　ﾀﾞｲｽｹ
岡村　大介

平成26年4月 リハビリテーション

兼任 講師
ﾂﾙﾜｶ　ﾏﾘ

鶴若　麻理
平成27年4月 生命倫理

担当者の交代（27）

平成27年4月
病態と治療Ⅵ（検査・
麻酔・臨床工学）

担当者の変更および担当者就任辞退による担当者数の減（27）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

兼任 講師

ﾊﾏﾀﾞ　ｹｲｺ
濱田　啓子

ﾐｾ　ﾅｵﾌﾞﾐ
三瀬　直文

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅵ（検査・
麻酔・臨床工学）

講師
ｱｷﾎ　ﾐﾂﾄｼ
秋保　光利

平成26年4月 リハビリテーション

担当者就任辞退による担当者数の減（27）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

兼任 講師
ﾏﾂﾓﾄ　ﾅｵﾄ
松本　直人

平成26年4月 リハビリテーション

病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

兼任 講師
ｵｸﾉ　ﾀｴｺ

奥野　妙子

兼任 講師
ﾖﾂｲ　ﾄｳｼｭｳ
四維　東州

平成26年4月
病態と治療Ⅵ（検査・
麻酔・臨床工学）

兼任

兼任

兼任 講師

ｲｼｶﾜ　ﾓﾄﾅｵ
石川　元直

ﾐﾔﾜｷ　ｶﾖ
宮脇　佳世

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

兼任 講師
ｸﾎﾞﾀ　ﾕｳｺ

久保田　友子
平成26年4月

病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

講師

ｲｼｲ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
石井　宣大

ﾌｸﾀﾞ　ﾎｽﾞﾐ
福田　穂積

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅵ（検査・
麻酔・臨床工学）

兼任 講師

ﾌｾ　ﾋﾗｸ
布施　拓

ｼﾗｲｼ　ｹﾝｼﾛｳ
白石　憲史郎

平成27年4月

平成26年4月

病態と治療Ⅵ（検査・
麻酔・臨床工学）

講師 ﾖﾂｲ　ﾄｳｼｭｳ
四維　東州

兼任 講師
ｻｸﾗｲ　ﾔｽﾋｻ
櫻井　靖久

平成26年4月
病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

兼任 講師
ｻｸﾗｲ　ﾔｽﾋｻ
櫻井　靖久

平成26年4月

平成26年4月
病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ｲｽﾞﾐ
杉本　泉

平成26年4月
病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

病態と治療Ⅴ（精神・
神経系疾患）

担当者の変更（27）

平成26年4月から
講義内容の充実を図るため兼任講師を追加（26）

兼任 講師

ｶﾓｲ　ｺｳｼﾞｭ
鴨居　功樹

ｱｶﾎｼ　ﾀｶﾕｷ
赤星　隆幸

平成27年4月

平成26年4月

兼任 講師
ｸﾗｻﾜ　ｼｹﾞｱｷ
倉沢　滋明

平成26年4月
病態と治療Ⅳ（産婦人
科･小児科疾患）



担当者の変更（27）

兼任 講師
ｲｼｲ　ﾄｼｺ

石井　寿子
平成25年4月

基礎ドイツ語（入門）
基礎ドイツ語（表現）
応用ドイツ語（総合）

講師
ｸﾉ　ｱﾗﾀ
久野　新

平成27年4月 経済・産業の諸課題 担当者の変更（27）

兼担 教授
ﾖｼﾀｹ　ﾋﾛﾂｸﾞ
吉竹　広次

平成27年4月 経済学概論

兼任 講師
ﾆｼ　ﾀｶｼ
西　孝

平成25年4月
経済・産業の諸課題
経済学概論

兼任

兼任 講師
ﾏﾂﾑﾗ　ﾖｼｷ
松村　芳樹

平成25年4月
情報処理
情報活用法Ｂ（ネット
ワーク）

兼任 講師
ｵﾉｾ　ﾋﾛｺ

小野瀬　裕子
平成25年4月 現代の家族

講師
ｼｭ　ｺｳ
朱　虹

平成27年4月 応用中国語（総合） 担当者の変更（27）

兼任 講師
ｺﾏﾂ　ﾋﾛｼ
小松　浩

平成25年4月 政治・社会の諸課題

兼任 講師
ｲﾁﾊｼ　ｴﾘｶ

市橋　映里果
平成25年4月 応用中国語（総合） 兼任

兼任 講師
ｴｶﾞﾜ　ﾅｵｺ
江川　直子

平成25年4月 社会学概論

兼任 講師
ｶﾙﾍﾞ　ﾕｷﾋﾛ
軽部　幸浩

平成25年4月
情報処理
情報活用法Ａ（データ
ベース）

兼任 講師
ｷﾑ　ｴｷｮﾝ
金　愛慶

平成25年4月
基礎コリア語（入門）
応用コリア語（総合）

兼任 講師
ﾖｺﾔﾏ　ｶｽﾞｺ
横山　和子

平成25年4月
応用日本語（留学生対
象）

講師
ｺﾞﾄｳ　ﾀｹﾋﾃﾞ
後藤　武秀

平成28年4月 法学（日本国憲法） 担当者の変更（28）

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ　ｻﾄｼ
遠藤　聡

平成25年4月 国際関係の諸課題

兼任 講師
ｲﾉｳｴ　ﾀｶﾔ
井上　貴也

平成25年4月 法学（日本国憲法） 兼任

兼任 講師
ｲﾀﾆ　ｴﾐｺ

伊谷　江美子
平成25年4月

ライフプランとキャリ
アプラン

兼任 講師
ｱﾝﾄｸ　ﾆｰﾅ

安徳　二－ナ
平成25年4月

基礎ロシア語（入門）
応用ロシア語（総合）

兼任 講師
ﾐﾔｻﾞｷ　ﾕﾐ
宮嵜　由美

平成25年4月 言語学概論 担当者の変更（25）

講師
ｺﾅｰ　ﾜｲﾙﾄﾞｳｯﾄﾞ
コナー・ワイル

ドウッド
平成28年4月 ビジネス英語Ⅰ 担当者の変更（28）

兼任 講師
ｴﾘｯｸ.ﾄｰﾏｽ.ﾛﾝｸﾞ
エリック．トー
マス．ロング

平成25年4月 言語学概論

兼任 講師

ﾁｬｰﾙｽﾞ.E.ｱﾝﾀﾞｰ
ｿﾝ

チャールズ．Ｅ．
アンダーソン

平成25年4月 ビジネス英語Ⅰ 兼任

兼任 講師
ﾀｶﾐﾔ　ﾕｳｽｹ
高宮　有介

平成27年4月 成人看護学援助論Ⅳ 担当者の追加（27）

講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾕﾐｺ
中村　由美子

ｲﾉｳｴ　ﾚｲｺ
井上　玲子

平成28年4月

平成27年4月

家族看護学
担当者の変更（28）
担当者の追加（27）

兼任

兼任 講師
ｲｼｵ　ﾏｻﾙ
石尾　勝

平成28年4月 医療政策論 担当者の変更（28）兼任 講師
ｶﾈｺ　ﾀｹｼ
金子 剛士

平成27年4月 医療政策論

兼任 講師
ｲﾉｳｴ　ﾕﾐｺ

井上 由美子
平成27年4月 看護管理学

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ﾒｸﾞﾐ

鈴木　めぐみ
平成27年4月 医療安全

兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾏﾘ
近藤　麻理

平成27年4月 国際看護論

兼任 講師
ﾀﾆ　ﾁﾊﾙ
谷　千春

平成26年4月
障害者コミュニケー
ション

兼任 講師
ﾁﾊﾞ　ｷｸﾔ

千葉　喜久也
平成26年4月 障害者医療論



教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

8 3 4 25

［3］ ［△3］ ［△2］ ［△2］

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　（２）－②　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上記
（Ｂ））の教員うち、定
年を延長して採用する教

員数

65 2 2

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

3 4 25
10

（9） （4） （6） （1） （20） ［0］

助　教
計

（Ａ）
教　授

10 5 6 6 27
10 8

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

（２） 専任教員数等

　（２）－①　専任教員数

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

講師

教授

ｵﾀﾞｶ　ﾒｸﾞﾑ
小高　愛

ｻﾄｳ　ﾕｳｲﾁ
佐藤　雄一

平成27年4月

平成26年4月

基礎日本語（留学生対
象）

担当者の変更（27）
担当者の変更（26）

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

兼任 講師
ﾊﾔｼ　ﾘｶ
林　里香

平成25年4月
基礎日本語（留学生対
象）

兼任

兼担

平成28年4月

平成27年4月

基礎スペイン語（入
門）

担当者の変更（28）
担当者の変更（27）

兼任 講師

ﾋﾀﾞｶ　ｹﾝｿﾞｳ
日高　憲三

ﾌｸﾀﾞ　ﾀﾞｲｼﾞ
福田　大治

平成28年4月

平成25年4月

基礎スペイン語（入
門）
応用スペイン語（総
合）

担当者の変更（28）
担当科目の変更（27）
担当者の変更（25）

応用イタリア語（総
合）

兼任 講師
ﾎﾝﾏ　ﾖｼｴ

本間　芳江
平成25年4月

基礎スペイン語（入
門）
応用スペイン語（総
合）

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ　ﾀﾞｲｼﾞ
福田　大治

ｶﾈｺ　ﾅﾐ
金子　奈美

講師
ﾅｶﾞﾉ　ﾄｵﾙ
長野　徹

平成26年4月
基礎イタリア語（入
門）

担当者の変更（26）

応用イタリア語（総
合）

兼任 講師
ﾏｷﾉ　ﾓﾄｺ

牧野　素子
平成25年4月

兼任 講師
ﾏｷﾉ　ﾓﾄｺ

牧野　素子
平成25年4月

基礎イタリア語（入
門）

兼任

兼担

兼任

教授

講師

J.ﾏｰﾆｭ
J．マーニュ

ﾅｲﾄｳ　ﾏﾅ
内藤　真奈

平成26年4月

平成25年4月

応用フランス語（総
合）

担当者の変更（26）
担当者の変更（25）

講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｶｵ
渡邉　隆雄

平成28年4月 企業・組織の仕組み 担当者の変更（28）

兼任 講師
ﾂﾁﾔ　ﾘｮｳｼﾞ
土屋　良二

平成25年4月
応用フランス語（総
合）

兼任 講師
ﾀｶﾀﾞ　ﾏｺﾄ
高田　誠

平成25年4月 企業・組織の仕組み 兼任

平成27年4月

平成26年4月

介護・ケアと生活
担当者の変更（27）
担当者の変更（26）

兼任 講師

ﾋﾀﾞｶ　ﾖｳｺ
日高　洋子

ﾀﾑﾗ　ｼｽﾞｺ
田村　静子

平成27年4月

平成25年4月

地域社会と福祉 担当者の変更（27）

兼任 講師
ﾀﾑﾗ　ｼｽﾞｺ
田村　静子

平成25年4月
介護・ケアと生活
地域社会と福祉

兼任 講師

ﾋﾀﾞｶ　ﾖｳｺ
日高　洋子

ﾔﾉ　ﾌﾐｴ
矢野　章永



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

0 自由 0

計 26 科目 計 26 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

25 必修 0 必修 0

選択 1 科目 選択 1
3 人

必修 25 科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 0

一身上の都合により就任辞退（27）
必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ①

3 助教 細野　知子

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

一身上の都合により就任辞退（27）
必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ①

２ 助教 菊地　きよ美

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 看護研究法Ⅰ ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

①

必修 日常生活援助技術論Ⅲ ①

必修 回復促進援助技術論Ⅰ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅰ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅱ ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

選択 看護教育学 ①

必修 看護学総合演習 ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

①

必修 基礎看護技術論Ⅱ ①

必修 基礎看護技術論Ⅲ ①

就任辞退（未就任）の理由

１ 准教授 廣瀨　信子

必修 看護学入門 ①

一身上の都合により就任辞退（27）

必修 基礎看護技術論Ⅰ

必修 回復促進援助技術論Ⅱ ①

必修 基礎看護学実習Ⅰ



3 准教授 冨澤　美幸

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅲ ① 一身上の都合により辞任（26）

必修 看護アセスメント論 ①

必修 基礎看護技術論Ⅰ ①

必修 基礎看護技術論Ⅱ ①

必修 コミュニケーション論 ①

必修 基礎看護技術論Ⅲ ①

必修

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

日常生活援助技術論Ⅰ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅱ ①

一身上の都合により辞任（26）

必修 看護学概論 ①

必修 看護アセスメント論 ①

必修 看護過程展開論 ①

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 回復促進援助技術論Ⅰ ①

必修 回復促進援助技術論Ⅱ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅱ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅲ ①

必修 看護研究法Ⅰ ①

必修

2 教授 岩永　秀子

必修 看護学入門 ①

必修 基礎看護技術論Ⅰ ①

必修

必修 看護研究法Ⅰ ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

基礎看護技術論Ⅱ ①

必修 基礎看護技術論Ⅲ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅰ ①

看護研究法Ⅱ ①

成人看護学援助論Ⅲ ①

①

必修 成人看護学概論 ①

必修 成人看護学援助論Ⅰ ①

選択 看護教育学 ①

必修 看護学総合演習 ①

選択 クリティカルケア ①

選択 多職種連携論 ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ①

辞任等の理由

１ 教授 高橋　博美

必修 看護学概論 ①

病気加療のため辞任（26）

必修 看護過程展開論

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 成人看護学援助論Ⅳ ①

必修 成人看護学援助演習 ①

必修 成人看護学援助論Ⅱ ①

必修



看護研究法Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 看護研究法Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

8 教授 矢野　章永

選択 看護教育学 ①

選択 災害看護論 ①

ケースマネジメント ①

選択 継続看護 ①

選択 看護と芸術 ① 一身上の都合により辞任（28）

必修 在宅看護学援助演習 ①

必修 在宅看護論実習Ⅰ ①

必修 在宅看護論実習Ⅱ ①

必修 在宅看護学援助論 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

選択

必修

必修 小児看護学実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護研究法Ⅰ ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

選択 看護専門職論 ①

必修 看護学総合演習 ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 小児看護学概論 ①

必修 小児看護学援助論 ①

必修 小児看護学援助演習 ①

①

必修 高齢者看護学実習Ⅲ ①

7 教授 加藤　令子

必修 看護倫理 ②

選択 家族看護学 ②

選択 災害看護論 ①

選択 国際看護論 ①

選択 緩和ケア・終末ケア ①

①

一身上の都合により辞任（27）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅰ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅱ

総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

選択 健康の科学 ②

6 助教 松戸　典文

必修 基礎看護学実習Ⅰ

病気加療のため辞任（27）

必修 病態と治療Ⅳ（産婦人科・小児科疾患） ②

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

選択 臨床薬理学 ②5 教授

4 講師 中原　順子

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修

大関　武彦

必修 薬理学 ②

選択 先端医療と看護 ②

必修

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

高齢者看護学実習Ⅲ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

一身上の都合により辞任（26）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅰ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅱ ①



一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護技術論Ⅰ ①

必修 基礎看護技術論Ⅱ ①

必修 基礎看護技術論Ⅲ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 基礎ゼミナール ①

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

12 講師 齋藤　孝子

必修 看護アセスメント論 ①

必修 日常生活援助技術論Ⅰ ①

必修

看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 回復促進援助技術論Ⅱ ①

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

日常生活援助技術論Ⅱ ①

必修 日常生活援助技術論Ⅲ ①

必修 回復促進援助技術論Ⅰ ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 精神看護学援助演習 ①

必修 精神看護学実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①
11 准教授 丸山　昭子

必修 精神看護学援助論 ①

必修 看護学総合演習 ①

必修

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学概論 ①

必修 高齢者看護学援助論 ①

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 基礎ゼミナール ①

選択 ヘルスプロモーション ①

選択 ケースマネジメント ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

高齢者看護学実習Ⅰ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅲ ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ① 一身上の都合により辞任（28）

必修 成人看護学援助論Ⅱ ①

必修 成人看護学援助論Ⅲ ①

必修 成人看護学援助論Ⅳ ①

10 准教授 田中　敦子

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 高齢者看護学援助演習 ①

必修

必修 看護研究法Ⅱ ①

必修 基礎ゼミナール ①

9 准教授 菱刈　美和子

必修 成人看護学援助論Ⅰ ①

必修

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

成人看護学援助演習 ①



必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

甲斐　恭子

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 看護学総合演習 ①

必修

①

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

①

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 精神看護学実習Ⅰ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ①

看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

19 助教 石田　徹

必修 基礎看護学実習Ⅰ

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 小児看護学実習Ⅰ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①18 助教

17 助教 佐藤　京子

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修

看護学総合演習 ③

必修 看護学総合実習 ③

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ③

看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ③

必修 成人看護学実習Ⅰ ③

必修 成人看護学実習Ⅱ ③
16 助教 矢口　菜穂

必修 基礎看護学実習Ⅰ ③

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ③

必修

総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

必修 看護学総合実習 ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 成人看護学実習Ⅰ ①

必修 成人看護学実習Ⅱ ①

14 講師 西　留美子

必修 継続看護 ①

必修 在宅看護学援助演習 ①

必修

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

15 助教 石渡　智恵美

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①

在宅看護論実習Ⅰ ①

必修 在宅看護論実習Ⅱ ①

必修

高齢者看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅲ ①

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 在宅看護学援助論 ①

総合技術演習（OSCE）Ⅰ ①

一身上の都合により辞任（28）

必修 基礎看護学実習Ⅱ ①

必修 高齢者看護学援助論 ①

必修 高齢者看護学援助演習 ①

13 講師 佐野　望

必修 基礎看護学実習Ⅰ ①

必修 高齢者看護学実習Ⅰ ①

必修

必修 総合技術演習（OSCE）Ⅱ ①

必修 基礎ゼミナール ①

必修 看護学総合演習 ①

必修 看護学総合実習 ①



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

専任教員数が4人減じたことについては、平成26年4月に専任教員2人を補充するとともに、平成27年4月から2人の専任教員採用予定で公募中で
ある。
 公募中につき後任未定となっている2人の専任教員が担当していた授業科目については、教員資格審査等の所要の手続きを経た他の専任教員
または兼任教員で対応しており、支障ない。
 専任教員の辞任に際しては、本学部の領域会議を実質的な単位として、教育上の引継ぎや学生へのフォローを行っている。学生に対しては、
教員一覧をホームページ上に掲載するとともに、ガイダンス時に教員紹介を行い、周知している。
 
　平成27年4月に採用予定で公募中であった専任教員2人については、予定通りの採用を行い、教授2人を補充した。新たに就任辞退等のあった
専任教員5人のうち、准教授1人および助教3人について、平成27年4月に准教授1人、助教3人の補充を行った。教授1人については、補充を行っ
ていないが、担当していた授業科目については、教員資格審査等の所要の手続きを経た他の専任教員または兼任教員で対応しており、支障な
い。
　専任教員の辞任・就任辞退に際しては、本学部の領域会議を実質的な単位として、教育上の引継ぎや学生へのフォローを行っている。学生
に対しては、教員一覧をホームページ上に掲載するとともに、ガイダンス時に教員紹介を行い、周知している。

　平成27年度に新たに就任辞退等のあった専任教員13人について、平成28年4月に教授3人、准教授3人、講師3人、助教3人、計12人の補充を
行った。助教2人については、補充を行っていないが、担当していた授業科目については、教員資格審査等の所要の手続きを経た他の専任教員
または兼任教員で対応しており、支障ない。
　専任教員の辞任・就任辞退に際しては、本学部の領域会議を実質的な単位として、教育上の引継ぎや学生へのフォローを行っている。学生
に対しては、教員一覧をホームページ上に掲載するとともに、ガイダンス時に教員紹介を行い、周知している。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
　　　　

計 8

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

0 自由 0

計 244 科目 計 229 計 7

22 人
選択 4 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

214 必修 3 必修 8

選択 19 科目 選択 15

必修 225 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 8

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 218 科目 計 203 計 7

19 人
選択 4 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

189 必修 3 必修 8

選択 18 科目 選択 14

必修 200 科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）



区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

該当なし 該当なし 該当なし

設　置　時

（25年5月）

該当なし 該当なし 該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（26年5月）

該当なし 該当なし 該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（27年5月）

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　修了要件単位数 ①　該当なし

　　１２４単位　必修科目　　　１０３単位

　　　　　　　　選択必修科目　　　１単位

　　　　　　　　選択科目　　　　２０単位

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　共立女子大学・共立女子短期大学ＦＤ委員会を設置している。
　　　当該委員会は、共立女子学園将来基本構想委員会のもとに置かれており、大学長及び短期大学長、大学各学部
　　から選出された委員、短期大学から選出された委員、教務課統括課長により構成されている。
　　　また、看護学部内におけるＦＤは、共立女子大学・共立女子短期大学ＦＤ委員会の検討を受けて、看護学部よ
　　り選出されたＦＤ委員が中心となり、学部内におけるＦＤの推進等を、教授会と連携を取りながら実施する。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　共立女子大学・共立女子短期大学ＦＤ委員会は、平成28年度は、原則毎月第4週の月曜日に開催が予定されて
　　いる。具体的には、4/25、5/30、6/27、7/25、9/26、10/24、11/28、12/26、1/30、2/20の10回を予定している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　１）委員会の審議事項
　　　　・ＦＤの企画に関すること
　　　　・ＦＤの実施に関すること
　　　　・ＦＤの評価に関すること
　　　　・その他、ＦＤの推進に関すること
　　２）具体的な審議事項
　　　　・授業アンケートに関すること
　　　　・単位制度の実質化に関すること（シラバスの充実、CAP制度の運用、GPA制度の運用等）
　　　　・授業見学会に関すること
　　　　・ＦＤに係る研修に関すること

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜看護学部　看護学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）



　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　ｂ　実施方法

　　１）授業見学会
　　　　学生の父母及び学内の教職員等を対象に、大学・短期大学の授業を公開。学生の父母に本学の教育に対する
　　　理解を深めてもらうとともに、授業内容・授業方法に関する意見をフィードバックして、教育改善に資するこ
　　　とを目的としている。

　　２）ＦＤ研修会
　　　　専任教員を対象とした研修会を開催。ＦＤ委員会委員がコーディネーターとなり、外部講師を招聘した講演
　　　会、模擬授業、グループワーク、ディスカッション等を実施し、授業内容や授業方法の改善に役立てる。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　１）授業見学会
　　　　毎年度６月に実施。原則として全ての授業科目を対象としている（一部の実験・実習、演習科目等を除く）
　　２）ＦＤ研修会
　　　　毎年度３月に実施。専任教員４０～５０名程度が参加。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　１）授業見学会
　　　　参加者に対してアンケートを実施し、授業内容・授業方法に関する意見を各教員にフィードバックし、授
　　　業内容・授業方法等の改善を図っている。

　　２）ＦＤ研修会
　　　　模擬授業の実施と意見交換、グループワークやディスカッションの実施により、授業技術や教材開発に関す
　　　る改善について具体的に取り組んでいる。参加者以外の専任教員に対しても、授業内容・授業方法等の改善の
　　　参考となるよう、教授会等を通じて取組み内容を共有化している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　前期・後期に各1回、実施している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　結果については、各授業担当者に公開するとともに、各授業担当者は、アンケート結果に基づいて「所感」を
　　作成し、学内ネットワークを通じて学生・教員に対して全所感と全体集計を開示している。

　　１）授業見学会
　　２）ＦＤ研修会

②　実施状況

　ａ　実施内容
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○共立女子大学・共立女子短期大学 FD委員会規程 

 
（目的） 

第 1 条 共立女子大学・共立女子短期大学において、ファカルティ･ディベロップメ

ント（授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な取組のこと。以下「FD」

という）の推進のために、共立女子学園将来基本構想委員会のもとに、共立女子

大学・共立女子短期大学 FD 委員会（以下「本委員会」という）を置く。 
 
（組織） 

第 2条 本委員会は、次に掲げる委員で構成する。 
① 大学長及び短期大学長 
② 大学各学部から選出された委員 8 名 
③ 短期大学から選出された委員 2 名 
④ 教務課統括課長 

２ 委員長は、大学長とする。 
３ 任命は理事長が行う。 

 ４ 任期は 2 年とし、再任を妨げない。ただし、職位に基づいて任命される委員の

任期は、当該職位の任期までとする。 
５ 欠員が生じた場合の新任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 
（審議事項） 

第 3条 本委員会は、次の事項について審議する。 
① FD の企画に関すること 
② FD の実施に関すること 
③ FD の評価に関すること 
④ 授業アンケートに関すること 
⑤ その他、FD の推進に関すること 

 ２ 本委員会の審議結果は、共立女子学園将来基本構想委員会及び学部長・科長会

の議を経て、学長が執行する。 
 
（事務） 

第 4条 本委員会の事務は、教務課が所管する。 
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（規程の改廃） 

第 5条 この規程の改廃は、共立女子学園将来基本構想委員会及び学部長・科長会の

議を経て、常務理事会において行う。 
 
附 則 

  この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 

  この改正規程は、平成 20 年 6 月 1 日から施行する。 
附 則 

  この改正規程は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 

  この改正規程は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 
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